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　　　は じめに

　現今ではほ とん どの 学校に校旗が存在 し、校

旗 の 無 い 学校は珍 しい とい っ て よい。しか し学

校にお ける校旗の 出現はそれほ ど古い もの で は

な い
。 ちなみに福岡県 では戦前に 23 の公立中

学が設立され て い たが、創立 当初か ら校旗の 制

定されてい た学校は わずか 2 校にすぎない
。 23

校の うち 11校は開校後 10年以上を経過 して

の校旗誕生であ り、修猷館の よ うに 49 年後の

制定例もある。

1 ．校旗の源流

　筏旗的なもの の 最初は 1873 年（明治 6 ）に 開

校した開成学校の旗で あるが、きわめ て シ ンプ

ル で 白地 に 「開1の 字を記 しただ け 、 校旗 とい う

よ り標旗とい っ たほ うが適当なもの であっ た。

現在の校旗の ほ とん どは校章を刺繍 し、 校章に

はその 学校の 教育指針あるい は校訓的なもの が

込め られてお り、学校の精神が示 されて い る 。

そ の精神性は旗の色に まで及ん で い る。そして

校旗は対外的示威性を持っ とともに校内的には

学校団結の象徴 として大きな権威をもっ て 生徒

たちの 前の 出現する。

　この ような精神性を込 めた最初の本格的校旗

の 出現は 1889 年（明治 22）制定の 第
一

高等学校

（当時は第
一高等中学校）の 護国旗で ある。こ の

護国旗は第
一

高等中学の 徽章か ら「一中」の 字を

はず して 「國」の 字に置き換えて い る。 第
一高等

中学の 生徒は単に学問に励むだ けで な く、 将来

も国家最高の 教育を受け、国家中枢の地位に立

つ べ き人物である こ とか ら、国家精神涵養の必

要性を意識して 「國」の 字をい れたとい う。 当時

の 久原校長は 「護国旗は忠君愛国の旗で あ っ て

普通
一
般 に見 られ る旗印とは違い

、 軍旗 と何ら

異なると こ ろが無い 」 と述べ
、 護国旗を軍旗と

同列視 してい る。校旗は軍旗に微っ て三辺 に房

飾 りをつ け、竿頭は金具で装飾 されて い た 。

　福岡県で い ちばん古い 校旗は 1895年（明治

28）の 中学明善校で ある が、校旗に は房飾 りが

無 く軍旗の形式をとっ て い ない 。島根県松江 中

学（当時は第
一中学｝では 1897年朔 治 30）に最

初の校旗が作られた。 図柄 、 形式は不明だが、

運動会の優勝旗を兼ねて い た こ とが伝えられて

お り、本格的校旗 とは い い がた い 。 東京 府立一

中（現 日比 谷高校）で 校旗 が 制定 され る の は

1921 年（大正 10）の ことである。わずか な例で

あるが福岡県に限 らず、明治・大正 時代の 中学

には ほ とん ど校旗が無か っ た とい っ てよい 。

2．標旗か ら校旗 へ

　
一

部の 中学校に本格的校旗が出現するの は 日

露戦争（1904〜05）を前後とする時期である。

　この 時期は校章 を金糸・銀糸で刺繍 し、軍旗

同様に旗の 三 辺に房飾 り、竿は黒漆塗り、竿頭

は金具で装飾とい っ た荘重感 ある校旗が出現す

る 。 1901 年（明治 34）の 奈良県畝傍中学、1907

年（明治 40）再制定の 島根県松江中学、同 じく

1907 年の宮城県仙台第
一

中学な どで ある。
こ

れ らの 校旗に 共通する の は皇室尊崇、 教育勅語

の精神で ある。 そ して軍旗の 形態を とっ てい る

こ とで ある。

　 とくに松江中学では陸軍礼式に倣 っ た全 18

ヶ条の校旗規定が定められ、また当時の教諭の

校旗 に関する講話の なか に 「寸法は他の 学校 と

同 じく栄誉ある帝国の 軍に範っ てあ ります。只

校旗で あ りますか ら竿の長 さは斟酌 してあ りま

す」とあ り、当時各地 の 中学が軍旗に倣 っ て校

旗を作成 してい た こ とを述べ てい る。

　も うひ とつ 軍旗に倣 っ た例として 丑899年（明

治 32）の 慶応義塾生徒隊旗があげられ る 。 生徒

隊旗の名称をとっ て い る が、創立者福沢諭吉か

ら授与 された もの で校旗と同列に考えて よい 。

この旗は特別許可を得て軍旗調進店か ら購入 し

作成 されたもの で、図柄は軍旗と同 じ旭日であ

り、そ こ に福沢に よ る「慶応義塾生徒隊1の 7

文字が揮毫されてい た。松江中学校旗資料 とと

もに校旗 と軍旗との 関連を示す資料である。

3 ．天 皇親閲の校旗

　  　軍事教育の 進展

　1925 年（大正 14）陸軍現役将校学校配属令が

出 され 、軍隊と学校 の 急接近が始まると、各中

学で の 校旗制定が加速 して くる。福岡県で 25

年まで に校旗を制定 して い た 中学は 5 校 の み

だ っ たが、26 年か ら 10 年を経過 した 1936年

齣 11）をもっ て全 23 中学に校旗がそろ っ た
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の で ある。 創立 か ら 49 年を経過 した修猷館の

校旗誕生 は 1934 年の こ とであ っ た 。 これ らの

校旗は式典の ほか軍旗にな らっ て教練査閲、分

列行進、対外的団体行動の際に先頭にかかげら

れた。

　軍隊 と中学 との 接近は 日清戦争（1894 〜 95＞
の 頃か らみ られ るが

、 1923 年（大正 12）か ら修

猷館 と福岡中学は 4・5 年生の 希望生徒を軍隊

に体験入営 させ 、翌年か ら他の 中学もこれに倣

っ て い る。そ して 32 年（昭和 7）か らは 5 年生

全員、翌 33年には 4年生全員にも兵営宿泊訓

練が課 され る よ うにな っ た 。 31 年の 満州事変

以来 ， 日ごとに高ま る軍国主義の 風潮 の 中、33

年か ら 35 年の 間に小倉中学、修猷館，福岡中

学とい っ たそれまで校旗の 無か っ た伝統校 に も

校旗が横並び的に出現 したの である。

　陸続と校旗が誕生するなか、1933年〈昭和 8 ＞

陸軍省はそれまで中学でも用 い られ てい た軍旗

迎送に おけ る ラ ッ パ 吹奏曲 「足曳の 譜 」 の 使用

を禁止 し、新 しく 「校旗団旗二 対ス ル 敬礼楽譜」

を作成し、各中学に これ の使用を通達 して い る 。

軍旗にす りよ っ た形 で校旗を制定 した中学は取

り扱い も陸軍にな らっ てお り、軍は天皇親授の

軍旗 と中学校旗を峻別するため こ の よ うな措置

を取 っ た と考えられ る。

　  青少年学徒 二 賜 ハ リタル 勅語

　学校 の 校旗はそれ ぞれ独 自の 由緒を持つ が、

異なっ た由緒の校旗に統
一

的性格を与えた の が

1939年（昭和 14）5 月の 「青少年学徒二 賜 ハ リタ

ル 勅語 」である。 1937年盧溝橋事件に よる日中

戦争 の 本格化 、38 年 には国家総動員法が制定

され 、こ の 総動員体制に学生 ・生徒を組み入 れ

る こ とを企図 し、陸軍現役 将校学校配属令発布

15 年記念 にあわせ て こ の 勅語 を発布 し た の で

あっ た。発布 当日は全国か ら校旗を掲げた 中学

校以上 1800余校の学生 ・生徒 3万 2000 人が

宮城前に集結し、天皇親閲を受けて い る。

　親閲の前 日予行演習が行われ、終了後各学校

長は残 り、 親閲拝受章の授与式が行 われ た。 そ

の 際石黒文部次官は訓示の 中で 「爾今此 ノ御親

閲拝受章二 輝 ク校旗ヲ仰イデ、宏大深遠ナル 聖

恩ヲ感戴シ奉 リ、挙校
一
体全学

一
致、大イ ニ 校

紀ノ 振粛 ト学風 ノ発揚二 勉 メ、特二 学校教練 ニ

ー
段ノ振作ヲ期セ ラ レ ム コ トヲ切望シ テ 已マ ザ

ル 次第」 と述べ て い る。
こ の 訓示は文部 当局が

陸海軍 と合同 して全て の 中学校旗を軍旗に準ず

るもの として位置づ けたこ とを意味する。

　授与 された親閲拝受章は校旗につ けられ、翌

日の合同査閲で天皇親閲を受けた の であっ た。

こ こ に天皇親授の 軍旗、親閲の校旗とい う構図

が で きあが っ た の で あ る。勅語 下賜か ら
一

ヶ 月

後、県は各中学に勅語に対する実践的具体案の

答申を求めて い るが、宗像 中学は 7 ヶ条の 答

申の 中に校旗をあげ、「校旗ヲ 以テ学校精神校

風 ノ表徴 トシテ奉戴」と記 して い る。天 皇親閲

の校旗は絶対的なもの として神聖化され た の で

ある 。 こ の勅語 下賜 の 1939 年をも っ て全国す

べ て の 中学に校旗がそ ろっ た の で あっ た。

　  　女学校の 校旗

　福岡県の 高等女学校では 1930年｛昭和 5）に

門司・京都（みや こ）の 両校に校旗が誕生す る。

県内で もっ とも古 い 久留米（戦後 明善校 と合

併）
・福岡（現福岡中央高）の 両高女は 1938 年（昭

和 13）に誕生 をみる 。 それぞれ 開校後 41 年 と

40 年 の こ とだが 、中学校校旗が 出そ ろ う時期

とほぼ同じで ある。

　 しか し女学校の校旗誕生に拍車をか けた の は 、

青少年学徒 へ の勅語下賜か ら 3 ヶ 月後の 39年

8 月に 文部省が各県に行 っ た校旗由緒照会で あ

る。画用紙に実物通 りの色彩で 校旗を模写 し、

500 字詰原稿用紙 1枚以内に校旗 由緒を記 し て

提出するよ う求めて い る。

　翌 40 年朝倉高女は創立 30 年にあわせて校

旗を制定 し、42 年には私立福岡女学校（現福岡

女学院）が開校 57年後に して校旗を誕生させ て

い る 。 これ らの 校旗も対外的団体行動、特に頻

繁 となっ た軍関係 の 行事の 際は先頭に掲げられ、

生徒の 士気を示す ようにな っ た 。
こ の よ うな軍

国主義の潮流の 中で女学校にも校旗が 出現する

よ うになっ たの である。

　　　おわ りに

　以上 の よ うな経過をたどっ て戦時中全 て の 中

学に校旗が制定 され、校旗は御真影・教育勅語

につ ぐ 3 本 目の 精神 的支柱と し て
、 学校に は

必ずあるべ き物 として本体化 された 。 生徒は御

真影・教育勅語 へ の 最敬礼に加え、校旗 へ の 敬

礼も身体化させ られ る こ とにな っ たの で ある。

　戦後御真影 と教育勅語 は処分 され たが、校旗

は特別の 措置を取 る こ となく、天皇親閲 の 部分

を忘却 させ る こ とに よ っ て生き残 っ たの である。

戦後の学制改革で 中学を表示する校章や校旗が

改め られたため、
一

部の 学校を除 き天皇親閲 の

校旗は姿を消 し、天皇親閲の こ とも過去 の 出来

事としてほとん ど忘れ去 られて い っ た 。

　しか し校旗を必須の もの とする思想は学校内

か らで な く、大正か ら昭和にか けて の学校教練、

軍関係行事な ど外的要因 によっ て生み出された

もの であり 、 戦前の中学校校旗は軍国主義の 時

流の 中で誕生 した とい えるの である。
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